
【 活 動 報 告 】 

あすなろ会 SDG’ｓプロジェクト 

『地域のお花・野菜いきいき運動』 

～生ごみ処理機活用によるたい肥の配布運動～ 

社会福祉法人あすなろ会は地域福祉の更なる向上に寄与すべく社会福祉事業（保

育・児童・介護・障がい等）・公益事業・地域貢献等の活動を実践するとともに、ＳＤＧ

‘sの目標達成に向けて『１７の目標』を基本姿勢とし、【２・飢餓をゼロに】【３・すべての

人に健康と福祉を】【４・質の高い教育をみんなに】【５・ジェンダー平等を実現しよう】

【７・エネルギーをみんなにそしてクリーンに】【８・働きがいも経済成長も】【１２・持続可

能な消費と生産】【１４・海の豊かさを守ろう】【１５・陸の豊かさも守ろう】を重点目標とし

て取り組むことで、『１７の目標』に貢献します！ 
 

この度は、あすなろ会 SDG’s プロジェクトとして、生ごみ処理機を活用し

て作った推肥を地域へ配布する「地域のお花・野菜いきいき運動」につい

て、活動を報告させていただきます。今後とも、さまざまな形で社会貢献・地

域貢献活動を実施したいと考えております。 

 

・趣旨 

令和３年１０月、中央競馬馬主社会福祉財団の助成を受けて、当法人の

あすなろ第２保育園敷地内に「業務用バイオ分解式生ごみ処理機」を設置し

ました。「保育園の厨房から生ごみゼロ作戦」を開始して、調理の過程で出

る野菜くずや果物の皮、食べ物の残りなどを処理機に投入して有機肥料化し、園児のご家

庭や地域の皆様（近隣住民・高松フラワーフレンド・あすなろ会高齢者施設のご利用者様

等）に無料配布したり、法人の畑やプランターなどにも利用しています。少しずつ肥料化す

るため、一度に限られた量しか配布できませんが、定期的・継続的に本運動を行うことで、

地域の皆様にお役に立てればと考えております。 

また今回の活動は、自然を大切にするリサイクルや、地域環境を守るための園児や職員への環境教育などを目的に

実施もしており、コロナ禍の中でも、人びとの心や地域に多くの笑顔が生まれ、生き生きとした地域となることを願ってこ

れからも活動していきたいと思います。 

 

左 分解前     右 分解

後 

（ 完

成） 

分
解
前 

分
解
後
（
完
成
） 

× 




	【活動報告】たい肥の配布運動
	R4.4.29 島根日日新聞掲載記事

